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フランス語鼻母音は日本語に存在しない音素である。それゆえ、日本人学習者にとって上級者でも知覚・生成上難しい音である。この難しさの１要因として、２文字以上で表記される綴りのローマ字読みにより、日本語の「母音＋ン」と混同してしまい、１音節のものを多音節に聞いてしまうのではないかと現場の教師の間では言われている。本発表では鼻母音と「母音＋ン」の共通点を探すための一手段として、フランス語３鼻母音の「物理的長さ」を測定した。分析対象として、①教科書付属のテープ、②複数のフランス語母語話者によって読み上げられた短文を使用した。
　実験１では、学習者が一番影響を受けるだろう教科書付属のテープを対象に分析した。会話音声を話者別、出現環境別に分類し、音声分析ソフトを用いて鼻母音と対応する口腔母音、それらを含む音節の長さを測定した。その結果、鼻母音は口腔母音と比較して多少長いという結果が出たが、環境によっては短い場合もあり明瞭な差は見られなかった。それ以上に、同一鼻母音でも２倍から３倍伸長という出現環境による大きな差が観察された。
実験２では、複数のフランス語母語話者による鼻母音を含む短文の朗読における鼻母音の長さを測定した。リズムグループの切り方は全員一致していたものの、話者によってはアクセントが微妙に違っていた。それにもかかわらず、長さの変化の話者間差は少なくほぼ同じ傾向が示された。また、全話者共通して、出現環境やアクセントにより非常に影響を受けていたこと、鼻母音よりも同音節内の子音の伸長が著しかったことが観察された。さらに、フランス語では、一般的にリズムグループの切れ目の音節にアクセントが置かれるため長くなることが知られているが、今回のコーパスにおいては、ポーズに後続されないリズムグループの切れ目の音節の伸長がポーズ直前のリズムグループの切れ目の音節よりも大きかった。加えて、鼻母音単音内での音色の変化が見られた話者もおり、「母音＋ン」との混同の一要因となりえることが示唆された。
